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国産アルミと超チエラルミンの晴代へ
● ヽ

ェ業の護屋の遅れていた我が国では、莫大な
資本を投資しなければな. らなかった事業は、官
業で始やられポ関山膏薬の如く: また鞍鋼の
生産のやうな葺業がそれであった。しかしブル
ミニウムの製錬は園内資源のなかったこと、そ
の用途が民需品に限られていたことなどから、
家書業として着日されなかった。これにブル
ニウム製錬は難しいといふ先入概念も幸健つ
いた
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しかし大正の6 . 了年頃にその研究は始
られていたが大正9 年の恐院のために甲羅しぐ
噺胃の初期から漸く. アルミニウム凄録を諸

やうとする動きが始まり・業界の人々の寧日
るところとなりだし牢〇・
滴郷国の蓮鼓といふことに伴ふてこの動きが
活撥となり、昭和9 寧( ユ9 3 4 ) に始めて国産ア
ルミエウ÷・地金生産計聾が賀現したら日本電気
喜、工業株式合祀は横濱にアルミナ工場を、長野牒
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の大町に電解工場を建設し、田中弘法によって
明繋石からアルざナを製造することになった。
・. また白濁アルミニウム株式合祀が富山螺東岩
瀬に. 、住友化蟄工業株式合祀が愛接藤新居醇に
アルミ. ニウム製錬工場を建設するに至った。何
れもボーキサイトを原料とすることなぐ、洒洲
こ蓮の繋土質岩或は朝鮮の明磐石を原料とせんと
試みたのであった。

’l

この時代に於て我が国の軽合金工業も薄々と
ド 進歩した。住友伸銅鋼管株式合祀の技師国選友

鷹器霊誉誓謹窯業
」の海外の朕椀が、大体見萱がつくのではないか
“と息ふのである〇
十同氏は報告の初頭に、・世界は何れの園もナシ
; きナリズムの渡渉輝としてその岸を洗ひ、とい
宣言葉が用いられている○獲蓮のナチス、伊の

’令∴・史’( 第2 3 回)
●

"

村 秀、・雄

フア. シストが彼等の世を謳歌しつつあったo 我
が国も猫洲囲め建設以来の軍閥といふ言鶉を耳
にすることが多くなって来た。
軽合金界で堆ヂユラルミンが漸く超ヂユラル
ミンに頁代されんとしていたc その研究も海外
では盛になっていた。猫蓬ではヂユラナ・メタ
ルウユル・ケからDM3 1 といふ起ヂュラルミン
系の合金が、. 漸くその姿をあらはした。

’国造長安郡民の報告
・田遊民によるとその楼蘭性質が攻のや
る。

第1 義
隆快諾 抗張力 伸 ブリネル
k g I 重の調雪k g I m皿容’劣● 硬 度

板 時効 3 2 - 3 4 4 6 - 4 8  1 5 一輪1 2 5

時効後常温加工4 0 へ互2 5 0 - 誠1 2 - 1 0  1 4 0

型材 時効 3 6 - 4 0 - 4 8 - 5 2  1 4 - 1 0  1 2 5

管 時効音∴∴∴ 3 5 - 3 8 4 8 - 5 2  1 6 - 1 2  1 3 0

チエラナ、メタルウェルケの6 8 1 Z B は起ヂ
ユラルキンとして造られたもので、第2 表のや
うに読張力は穂々ヂュラノンミンに箆るに過ぎな・
いものであった。

第’ 2  . 表
ノ

降伏頴 抗張力 伸. ブリネル
k g / m調容k 雲I 皿m容∴% 硬喪

板. 時効 2 8 - 3 0 4 2 - 亀・1 8 - 1 5  1 工8

時効後常温加工3 e - 3 8 ・強- 4 8  1 2 - 1 0  1 3 5
型材 時効 3 0 - 3 2 4 2 - 4 4  1 4 - 1 2  1 1 8

管 時効 3 2 - 3 匂 姐- 妬1 6 - 1 2  1 務

6 8 1 Z B  #  C u  4 . 2 %、 Mn  o . 6 %、 Mg O . 9 玖

S i  o . 5 %、 A l 残分とV ` ふ合金である。これに比

してDM 3 工はC u 壬一掃劣、 Mg 工, 2 %膏血
ニセ劣、’s i  O . 了劣、 A l 嬰分といふ合金で、マグ
ネシウムもマンガンも含有量が高く、そのため
機械性質が優れたものである。何れも珪素弗と
較的に高くしてある。また米国では既に超ヂユ
ラルミンとしての貌S がアルゴ了租で造られ

●書) 住友研究報告 2  ( 1 9 3 4 )  1 4 7
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いた。 2 4 S はC u . 4 . 2 % Mg  l . 5 %、 Mn  o . 6

〇 ・A l 蔑分といふ合金である。 . その機械軽質

鮮3 表に示しているo .  ・窮 3 表
降伏離 抗張力 伸 ブリネル
k g l mm雪. k g I mm容 ク多 額蔓

班S . 嶽罵言咽・]  4 5 ・5 2 0  1 0 5  、

買芋 3 7 ・1  4 了・6

蔑み時効 2 8 4 2 ・0

轟驚掌 中5 . 供し4

1
3
.
1
8

皿

1 工6

と明かなやうに、 DM3 1 と比較
張力は大差ないが. 2 4 S の方が伸が多いd

一1 )

翳護馨遼
● \

老ペられないが、とに丸く常時まで使渇されな
かうだやうである。その間の関係は明白でない

カの研究で覇にその性質が多少明白にされ
いたから、その常時から研究されたものであ

田遂氏はこの他R R 系合金、 ・ヒドロナサダム’甘
合金などについても報告している。これ等の合 ● ‡

金は頃に記述したものであるから、堕これ等が シ言

質用の域に遷していたと云ふに止めか。一言芸
かやうな世界状勢にあったが、 ●我が国ではま

だ超ヂエラルミ. ンに閥する工業生産の域に達し
ていなかった。漸くこの状勢に鑑みて住友、古
河の爾軽合金塵延工場では、超ヂュラルミンの
左蹄に着手し哩たo
始めはマイースナ二の超ヂュラルミンもー應検

.

.

.
M

試された。しかしその性能が忠はしくないので●・∴二:
米国式の2 4 S の工業生産に努力が靭はれるやう ∴
になった。と同時に研究もそれに全力がそそが∴イ
れた〇 ・これまではヂュラルミンを目的に研究し 一

ていたのず、超ヂュラルミン・を目標とするやう、・.

になった。 ∴口 ●∴‡.

チエラルミンの薄謝こ関する疑薗
一万・・筆者はヂユラルミンの時為に関して常、、

た疑問を抱V’、ていた。畠酎こ述べたやうにヂュラ
ルミ・シの時効の原因はC u 血合 と M幹S i と’
いふ化合物の析出に関係したものと考へられて
いた○蛋化の機構はとにかく、この化合物がア
ルミニウムに同港していたものが、時効によっ
て析出する過程に硬化が生じる. 、と信じられて.
いた。
しかし賛際C u  A長のみを含むアルミニウム, . ・

銅合金も. 、型g ゴ号i のみを含むアルミニウム合
金も、どれも魔人して嘗温七は時効を余りしな
い。 Mg s  S i を含む合金などは全く硬化は示さ
ないのである。これが繭方の化合物を含んだと
きにl どうして常温で硬化が著しいのか不思議
でならなかった。
この間題は護も未だ貌明して呉れていなかっ

た。時効の模擬の研究は銅のみを含むアルミ三・
ウム合金で行はれて、特効を説明された。アル
ミニウムマグネシウム、銅の3 元系合金になる
と、どうしてヂュテルミンめやうに常温時効が
進むのか、この疑問に答へるやうな研究はなか
った。  .

リ
. 往友研究l  ( 1 9 3 2 )  l に松田孜氏などの研究がある。

( 工8 )



元 合金 の’状態固
†これにはどう. してもアルミニウム、銅’、マグ
笠ネジウム3 元合金系の状態国を明かにしない限
妙. ・説明がつがないであらう、と考へ. 以前試
みやうとして申羅した研究を、ま. た始めること
かこした。●・ ・
‡∴昭和9 年の春、研究室に卒業論文を書’くため
来た聾生の’うちで、菖蒲正俊氏に血・C u - Mg
合金の駅態閏を調べて貰ふもうにした。久匡
陽氏がまだ筆者の研究室に襲って貰っていた

毛頭であったから ; 同氏にその世話を依頼した。
草菖蒲氏は現程前戸製鋼所の技師として審問は
: 製鋼であるが、朕態園の作製のやうな興味の薄
仕事を熱心にやって、 ’大体の骨子を造って央
た○ ∴・ ・ 、∴、.

子とは・・既にボオゲルVo g e 量が霞表してい
た。_ 同氏の状態圏は全く不完全であった。この
草一種の3 元化合物の存在のみでは、アルミ= ウ義子

‡卒倒の株態園は説明出恭ないことが護見された◆
" "

∴. 蔭の力薄縁されざる責醗
これには菖蒲氏の努力と久恒氏の助力が大小
あづかったものであっ定菖蒲氏は工ヶ年の

研究をまとめて卒業していった。この研究に端
辛苦を得て、超ヂュラルミンの研究にどれだけ助
くけになったか、やがて書くことにならう。.
歴史は常に表面の尊貴のみが知られて、裏面

` が忘れられ勝ちである。鵬胃縁の下のカもちで
冨終った人
〇十青 - ● のことなどは、記録されす、過ぎ去る
●†ことが多い。この軽合金史を書くにつけて、か
’やうな蔭の努力を忘れないやうにと心掛けて来
」た。しかし筆者の身滋はとにかく廣い辞令のこ
らとであり、直接関係のなかったことは書く両も
こない。記録も埋れて土となり、焼けては衣とな

シ
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メ
や
ト
、
-
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ったものも多い。かかる人々の努力こそ文化の・
進展に、科壁の蛮蓮に訣ぐことの出来ないもの
である。 .

昭和9 年、クラツド材の彊頭
昭和8 . 9 ●年頃の我が園の各所の研究報告を調

・ぺて見ると、ま柊蟹ヂユテルミンに関するもの
・’永なく、ただヂュラノレミ. ンに耐蝕怪アルミニウ
. ム合金を被覆したヂュラルナラットに闘するも
のが識見する。 . ・. ・

住友報皆の昭和8 年1 2 月擬に松田孜、東尾伸
青繭氏が住友で造ったヂェテルプラットの性能
‥に就て記載している。主として耐蝕性を詞べた
ものであるo このヂ主ラル●プラットは常時住友

・でS A 3 と種した耐蝕性合金で、マグキンウム
とマンガンの含有量が合せて2 劣といぶもので
ある。また三菱航程接の研完報萱ゐぅち年池田
・債氏かヂュラルプラットに拭て高楼に腐蝕に封
・する性質を読べたものがある。とにかく我か園
ではクラツ. ド材が漸く工業化せんとしつつあっ’
“たことを物語っている。・・この離海外より多少遅
れていた。 、

● l

( 1 5 貫より穎く)

る新報に私の現在の宿所、その土塊への出張口
軽等を掲載するのである。役所や商工合議所も
是でこそ役に立つと溝感させられた。経済こウ
・スに艶する貴重、海外事務所を大同ご利用する
ことを. .  , ミ’●ラー氏は力説してゐた。盲貿易の排

・撃である0  . ・ ∴∴●
も- つ感心したのは苺務の機械化、能率化で

ある。長距離電話が二、三分で直ぐ出ることば
誰でも知ってるが・ i e l e t y p e やd i c t a p h o n e

の正確便利さは大したもので、日本も早くあか
云ふものを都南しや、が、焼けた電話の復啓が
申込むで数年経っても架けて賞へ治やうでは、
前途遼遠だ。その弊誌率極る官業を見るにつけ
・我等の民業は、大小、力をあはぜて公衆に奉出
し、新しい、良き日本を建設して行きたい。
〃B u s i n e s s ,  b i g  a n d  s md 1 ,  h u 湘Ame r i c a I I

はえ一・ヱそ・スチール証の有名な標語だが、
曾では日本にも( 大正の経. 昭和ゐ初め頃)
一′′産業立国, l と云ふ猿語が行ばれた。この標語
を新しく生かすのか、産業人の責任であろうo
( 2 5 . 8 . 2 1 )

・ ・

1 )  ( 昭和9 年)  2 居残2 2 貫、池田館氏はその後昭和1 0 年に急逝した

( 1 9 )
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三∴∴随- 〕筆
〇一- - ●- _ ● ■ - - ′′
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ニ・軽言 合∴食: ∴史・( 料甲
尋姦王将〇・西 村∴秀 雄

∴敏鋼を馨ん浸入でもオスモンの名をロにする
証は少い。銭鋼の顕微鏡組織を見ることを試み
ニ釆最初のフランス人であるが: 老年になって壁
‡界から隠退して淋しく瞬隼を選ったがために、
人から忘れられたのであったo 昨年はそのオス
モンの生誕百年を記念し、フラ’イスの冶金壁界

羊ではこの忘れられていた先駆者のためオスモ“シ
三賞を制定して、今氏の名馨を永久に倍へること
: にし車〇 、

●.  “

嘉その記念諮演を読んでみる●とフラン尋この
凄界の売撞着を忘れていたのは遺憾であったと
雛べ早\ る。金属の新しい研究の置撥難がこの
告オズキジb 新党に塞いて始つ尋轟今後もそ
押出謹聴にもどって老へた進歩が生れて来るこ
宗主を望みたい。
三言とかく近くにある人のことは誰かが港憲して
∫倍へないと研究上の功騎などは忘れられてしま
羊のであるo 譲吉者はその故郷に容れられない
ゼ言はれるが、壁間の世界はかかることがあっ
てはな: らぬ。. 殊に我が園では新しい膏を始める
. と’その先駆寄の仕事を争って模倣し∴その功績
隠してしまふ。しかも一歩るそれ以上に進歩
しないがため、やがて忘れられてしまうことが

湯 流 れ の 研 究
垣に先駆者の仕事を尊重して網目の仕雷を心

●かけないと、後進国は何時迄も後進鞄として経
・ることにならう。こんなことを考へて1 9 3 5 年の
英国のメタル・インダストリーi を調べるため、
頁を繰っている・どこァルミニサム合金の湯流れ
の研究が書かれているので、ここに忘れていた

〕: こ・とに効きついたこ湯流れのことは少くとも軽
合金史の一貫に、書いて書かねばならないこと・

し
̃
̃
し
い
上
申
.
車
上
酪
酸

であった。
度々筆者が話題の- つとすることであるが・

・
∴
、
・

・
:

-
`
●

フランス留馨の時、 1 9 2 8 年ヶ月のことである七
・鋳物望楼の株長であったロシスレーさんの御伴
; ’をして撃生の見撃接行に行った。ツール市にあ
る鍛造の工場を見て緑途カフェーで休みながら
ロシスレーさんに尋ねた。今日見馨しだ工場で
キエボラの湯を渦巻の形に流し、湯流れを調べ
るのは興味のあることであるがと尋ねた。ロシ
スレーさんは、あれは日本人の報文京らヒント
を得て眞似ているの青、その著者の名は忘れた
がといふことであった。外国人には日本人の名、
は覚え薙いだら. うから、無理もないと. 思った。●/ ●

欝藤大吉、融昌之勘両氏の仕事・-

“これで気がついたo 善の報文は蔚藤大吉、林
・狛之助雨氏の名で霞表されたI I 錆銭或はアルミ

・三サムの揚流れの研究’’で、東鶉園大豊工聾
部紀要に載ったものに蓮いない。林猫之助氏は
陸軍の投網武官として長く大阪工廠に勤務しフ
ランス語に繋遷した人であった。紀要は珍しく
フランス語で書かれであるo 多分斎藤大吉博士
が工廠顧問として指導されて、. この研究が出苑

…たものであったと恩顧†る。フ. ランス語で書か
. れてあるからフランス人に讃まれだ講である。.
元来鋳物を造るには湯流れが大切である。そ

の良否を判事する方法は、既に1 8 9 8 年にトーマ
ス・デイ一・ウェスト( T h o 勘a s D・ We s t ) 午
ようて試みられて∴斎藤大吉輯士が猫麹で師苺
されたレデブア( しe d 曲調) も、 1 9 0 4 年にこれ
をうけついで研究し霞表したものがあるから、
“湯流れを調べるといふことは必ずしも新しいこ
とではないが、始めて渦巻形でアルミニウムの
揚流れを測られたのは輔氏であった講で、アル
ミエウムについて研究が行ほれているから軽合
金史にも閣僚がある。この揚流れの試験方法が
ベルギー、フラン手などで採属されて多少改善
され、また米国の鋳物協合の食詰にも護表され

1 ) . T o u 富∴∴雪)  ( 1 9 1 9 〕 ・ 3 ) 昭和2 - 3 年頃の大阪工撥皐( 少将) 、’元昭電尊務佐野清一氏の留第

一重雄郎柄子牛サ2  )
上へケ

二言・ム音 上.



いられるやうに猛った〇 ・・∵言
‾

昭和了隼1 1 月、讃藤大吉博士の還暦を迎へた
ら、京都大聾採鍍冶金撃教室の水曜倉から記

念論文を護印したe そ? うちに筆者がこの流動
性測定法に裁ての二丈を草して、斎藤博士の功
の- 端を紹介した。 1 9 3 5 年はその2 年後にな

る。この間の軽合金の湯流れにづいて研究の跡
たどって、 ・語ることにしたい。

` 二元恭金属の湯流れといふものは簡単なやうで
あるが、賢はいろいろな婁素が含まれているか
か- 言でその本質を説明することは難しい。

三例へは物理壁上でいふ粘性も一要素であるが・
」それのみで決められない。貰際型に流してみて
き制定するのか早通である。これを賀験的な蟄値 _

†寸も’よいから示すことが出奔ると儀咋ある。
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ウエストは直線的に流して比較したが、不便で
あるから渦巻の形に・したものかも蔚藤・林両氏
の研究であったo ● ●’‾

ク「、ルデイの研究
手の考へに塞いて軽合金の湯流れを始めて系
・, 臆_ 宣)

圭
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で
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. る。 AしC u ,  A I S i ,  A l . N i , 餌- Z n 及びAトC u - Mg

●系の合金について調べてあるこアルミニウムに
●同港体として合金する添加元素が加はると、そ
この固溶体の直裁では大体に於で流れは悪くなつ
」で、共晶が出来るやうになると湯流れはよくな

フ・ランスゐ錨聾界のことに_ 寸簡孟箋
●

●"

か。・・アルミ≒ウム合金を事問に取扱った人はニ‡
ないが、 “レオン・ギ主- は井関金属の研究をし享
ているが圭として銭鋼を取扱っていたから、非∴
’・域金属の研究家はアルベル・ポートバン( 創b e 轟
土龍t e 壷) と云へる。・ ’・ ・ ・

二: ギェーはフラン・スの壁土院含員でも先金寓
・重合の大御所として勢力があった。. ポ÷トバン
はフ. ランス人らしいサジスを持った人で条の’ぎ
いた研究をしていた。ルビユ‥一∴・ド・・メタルジ

二の雑誌統轄に暮ら営っていも研究室はギェ
ーと同様にエンゼルパトワ・- ルヤデ: ザル、・エ
・メチェにあった。現在ギ雷丁は宮邪こ亡くポー
トバンが壁土院合貫としてその跡をついでいる

’孝幸同氏の指導によって助手として働いていた二
・・バズチャン( 由s 丘e n ) . が現在では立派にブラ
・. ンス聾界の一人として活躍しているが、いつの
・・間にか時は過ぎ行き、世の中が襲っているのに●
驚く〇・ .

・ ・・

このポートベンとバスチャンの共著として渦

辞湯流れの研究が1 9 3 2 年にコントランデュ
ーで霞表され、また1 9 3 4 年には英国の金属尊命

重5 )

予る三と擬めてか細こしたo この結果はその

轄嵩警護誌̃
上n a l  B u r e a u  o f  S t a n d a r d ) の報告として砂型で

渦巻型新野・錆織の湯流れ測定に関して報告
れている。如、でアルミニウムとC u 幣を

‥ 含むアルミニウム合金の湯流れを研究した。堕
: 化亜鉛の熔剤の影響を調べているが、余り襲化
上がないことが述べられてある。

ポートパンとバスチアン
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軸

諸に‾〃3 元合金の鋳造性I I といふ題目で状態画 ●二手

と湯流れの関係を示したもこれにはアルミェサ
ム合金には惚れていないが、 、その論文に封して
スイスのノイ’ハウゼンにあるアルミニウム・’イ
ンダストリ合祀の主任技師であったチェルレー
ダー( Z e e d e d e r ) が. 雨氏の研究は耕態園と
. の関係が明白になって興味が深いと述べ、ユ9 3 1
年にこの方法が霞表されて以茶、アルミニウム
・インダストリー合祀でもアルミニウム合金に
採用して研究していることを霞表し、 ⊥例とし
てアンチ雪盲ダル合金Aについて行った結果を
報告している。とにかく、これで渦巻型湯流れ
試験法が日本から欧州に移されて、生長して行
った道筋が明らかになったo

チエルレーダーの′′渦巻型の債値′′

チエルレーダー( 生V o 孤Z 料c d e 富) ほぞの

1 )  F r .  Am. 且A 3 予( 1 9 2 7 〕2 8 7 ・ 2 ) 同上2 C 1 9 3 1 )  5 1 3 ・.

3 )  Me t a l 蘭壷r y .  4 6 ’( 1 9 3 5 )  l 1 9 . 4 )  C o mp l e s  R 釦d u § 1 9 4  ( 1 9 3 2 )  4 2 2 .

き)  」9 3 也年襲表され丸、るが、 1 9 3 3 年の歓に聾合に琵出した。 5 4  ( 1 9 3 め4 5  ・

し3  )
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∵
頂 三サム加工法( T e c h n d o g i e  d e s

皿血i u 皿) モ有名で、我が国でもよく. 知られ
思ふが、同氏はその後アルミ、ェグムの・
して研究をつづげだ結果をまとめて
サム合金の鋳造性′′. といふ題目で襲
その中のI ′渦巻型の償値′′とらふ項
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と、アルミ. ニウム合金の箆造陸を系撥的
こ調べるには、. この方法が有効であるごとを爽

・∴ソ
●

4 ○○

二アンチセロダル合金( 珪素2 - 5 坊、マンガン
し6 %、 ・÷グネシウム0 . 6 孝のア享ミニサム合
) . ほぞの珪素が之%では渦巻の長さが3 1 0 皿皿
亨あったか、 5 %となると4 1 0 皿皿となり、シル
ンでは・了3 0 皿皿であってこ’珪素の影響が大き
.  ◆ ●_ ●

主詩の鋳造隆はアンチモンを加入ると改善さ
寧珪素字者を含むアンチコログル合金にア

●
●

シテモン私ら%を加へる・と渦巻の長さが6 5 倣n 皿
なると同時ふ抗張力も約1 0 劣脅した。これ
ら、 ’アルミェウム合金の湯流れを渦巻型で弱
ることが望ましいと云ふている。 ・
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その両方を考へて鱒込温度を定めねはならぬ○

. .  ・・ヒドロナリウムの湯流れ 松川氏、森田兵等の_ 研究
・′なお注目したいととはマグネシウムを含む了
) レミとウム合金のことでぬるこ既述したやうに
この合金は、 1 8 9 9 年にマ〈( Ma c h ) が、マグナ
らゥムと絆して、猫選で特許を得たものである
が. 、その後、ヒドロブ“リグムと我が国で種へら
勘で上る、耐蝕怪アルミ主ウヰ合金である○ ご

の今金の湯流れを了0 0 0 Gで3 5 0 。c の金型に鋳
込んで調へ第一回のやうな諾某が得られた○
マグネシゥムはアルミニウムに固醇するが、

その固溶休を造るに拘らず、湯流れが善くなつ
こている。しかし、縮み代は少くなる。これは固
\ 落体をなす合金で凝固経国が指すと湯流れか
つ悪くなるといふクルチーの結果と逆である。貸
[ 際マグネシウムを含む鋳物は多少造り難い。湯
主
な
卜
や
了
王
子

や
く
ざ
プ
短
、
:
完

流れは母に粗陸とか、 ・凝固の温度範囲といふこ
とのみで決められない、他の要素が合寄れてい
るから、かやうな結果か輿へられる。殊に湯の
温度を高くすると流れ易くなるが、一方に韻度
といふ艶から適嘗な鋳込温度が必要であるから

こんな議論をしている一方、京都大撃では蔚
藤博士ゐ僅親を憂げで現在大阪大聾の冶金壁教
室の松川達夫教授が、昭和3 - 4 年頃まだ助手
として京大に勤務していたが、 ・今村博士の指導
でアルミ己ウ云などの粗陸・を測定した。
・また最近になって森田志郎教授がアルミエグ
ム合金の湯流れを、金型を用いて測定したが、.
同氏の壁位論文となっている。同氏の研究は上’
記のクルチ一哉はポートベンなどの研究と同様
に、族態園との関係を一居詳細に確めたもので
あって、同様な結果を輿へてい●る。命現在も研
究をつづげでいるから、此所には鰭れないo
とにかく我が国で生れた子供が海外で生長し

て大きく- 人前になつもこれまで育てあげる
には努力が必要であったが、我が国で生れた子
供は忘れ勝ちになる。壁間の解離はこれを受け
ついで始めて完成するもので、一人のカでは大
きい仕薯は出奔ない。互に協力してよい僅続を
生かし、進展せしめたいものである。  .

リ Me t a l 血d u s t r y  4 7  ( 1 9 3 5 )  5 3 J

(  4  )  .
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京大教授工将 西
●′ -

●′●

梅雨は雨が降ら和、でも擦り気味で、気持ち
勝れない。裸に長雨がつづくと早く晴れて欲

葦しいといふ感じがするo 椿雨があげて暑い夏・と
ふなつた方が、心持がすがすがしぐなるo ‥
. ‡ ・書合で日本布不景気に困り即、たとき滴測事襲
笠が起った。世の中がこれで立ち直るのでないか
霊と感じた。. これは丁度梅雨あげのやうな気韓で
あったに蓮いない。これが今度の大戦にまで影
鰹が及んで、この敗戦国家となるなどとは想像
二もしなかこった。大衆はとにかく新天地が開けた
ど感じて、我れ勝ちに滴洲へと出かけた〇 ・ ∴

・ 開拓者森氏と日. 本電工
ぺ÷瓦のアルミこ. ウム塊も園内で工業的に生産

卒されなかったのが、昭和9 年に日本電工が長野
三二●願の大町工場でアルミニウムを生産し始めた。
仁これで新しい工業分野が、・我が園で成立し得る
書′

圏 ことが讃明された。とにかく、従来工業的に生
‡・壷が困難と考へられていた明磐石から、アルミ
∴ェウムを製錬して市場に提供するに至ったこそ
亨- の聞技術象の努力は勿論であるが、これを敢行

窪護誓豊蒜謀議言
えものである。道のないところを開いて進むので
あるから確たる決意が入用で. また人の批剣に
屈しない†ごげの強さがなければ挫折する。容易
のことではなかった9 革が園でも、とにかくア
ルミニウムの生産に自信が出奔だ。

’ これが契明となって我が顎のアルミニウム工
業が漸次整頓して恭た。日満アルミニウム、位

; 友アルミニウム製錬、日本アルミ. ニサムなどが
相ついで生れたo

; 一方に何かと、日本満面などいふごとが、人
こ の言葉に乗るやうになった。工業にまで日本的
ということが唱へられた。日本電工で明馨石を
原料としたのもそのあらはれの一つであった。

享しかし天然資源は人力で造られない○明馨石な
○○

蜂萄 ′
〇

・
〃相宿

V晴

・金・史’( 第2 誼)

村 秀 雄

言とは、その埋蔵量が少く、アルミニウムの資源
・としては、不適宮といふよも使用することが出
奔なくなった。やがてボーキサイトに切り操へ
・られたが\ 嘗時はこの園内資源といふことが、
事業を成立せしめるためるよい題目であっ芯
森氏の事業も、それがため推進されたとも云へ
‥た。・
● その後もかゝる無駄な努力や研究がどれ程行
はれだが・また研究の不充分津野牢が手業化さ
・れなどしたo 多くは昭和成年の日華事襲以後の
ととであったが、その傾向ぼこの頃から見えて
′いたo .  ・ ・ .  ・う

最劫の国産堪金の隷脆性
’とにかぐ日本電工では犬町工場からアルミニ
ウム塊が生靂され出したb しかし明磐石を原料
と・したためアルミニウム地金には珪素が多く含
まれて・ゐた。また再溶解を行はず熔解鰭から直
. 接の塊を電場に提供したために、地金には除去
すべき不純物がその宜し含まれ、清濁でなかっ
た。. 鏡塊を火延ロールにかけると、割れるとい
ふ現象が生じた。
ァルコア、アルキヤシなどの産金では全く見
られない現象であった。加工業着の間で晴間霜
となった。常時京都大撃の冶金聾教室の助教授
’で尊ら分析の損任をしていた原田隆康氏が、こ
の原因を分析的に探究し始めだ。分光分析によ
・つてナトリウムの含有が甚しく多いといふこと
から、ナトリウムの分析を始めた。斬れ口にフ
ェノル、フグレンを含ました強練を怒涛せしめ
て剥がすと、ところどころ紅色の薗新が見られ
たほど、ブルカー反譲を示すものがあったo ナ
トリウムか水と作用してこのアルカ一反感とな
ったものである。
. これは甚しい例であった。アルミニウム砲金
にはナトリウム以外に不純物が多いから: 高温
脆性の原因がナトリウムのみに躊することは出

. (  2  ) l  .  , 一・

( 跳十〃) 上一夕:



締
ここ●

旅ないが、・水曜合議に譲表された同氏の論文は
その営時の鞄金に関して詳細に書いている○ア
ルミ. ゴサム地金が高温脆陸を示すことは、その

霊後も新しいアルミ= ウ手製錬合祀が設立され

車

掌
弓だ臆

‾} 、′

圏
隔
日
田
園
田
圃
圏
圏

砲金を初めて生産するたびに問題’となった。最
近も戦後の電解作業復活に際し問題が星亨た。
まだ現在でも未解決のところ碑多いから、“徹底
レた研究をして・歴史を繰返さないやうに望み

ぞれには唯分析が確立していないごとが、 ●研
究を困難にしているが、新しい研究手段を席い
して、脆性の模本の原因を. 明確にする必要があ●
らうo ’.

葛

●
’

忘れられた頃になって問題が生じて、あわて
る例は、アルミニウムに限った話でない。他の

〕1 材翻こも同様なことが繰返されているから、緒
言に注意を促して置く。 .  ・’

; その頃日本電工の系統の田本火王様式台託の
吏技師であった松永陽之助氏は・東北大馨金属材
予科研究塀で同証のアルミニウム粗金を以て、軽
‡ ●・合金の研究を進めていた。同氏はそれまでニク

ー
ノ
急
だ
主
事
∴
′
.
子
年
、

㌻
二
∴
了
で
∴
・
子
羊
で
∴
“

ロム線などの製造に従事し、研究もそれに闊擬
したニッケルグロ・李の2 元朕態固、. 或はェヅケ
●ル: 銭、クロムの3 元朕熊田などを霞表してあ
るが、軽合金には全く経験がなかったのでない
かと考へ予。同氏の金属材群研究所での研究か
ら突然トム合金なる名種で、・極めて損カなる合

・金を霞見したと霞表された。 ’
・ l

. 亜鉛とマグネを含むA l ’合金、
それは昭和1 0 年であった。亜鉛とマグネシテ

二
ムを含むアルミニウム合金であったo この系統
の合金は別段に新しい護兄でなく、コシストラ

享
クタル・サンダル合金などの名寵や造られた

∵∴ことがあることは萌に述べた0 魔力割れのやう
! な材質の鉄路があるため、殆ど周いられなかっ

た種類のものであ・る。 -

\ 筆者は既にMg Z 孤合を析出桶とする現合金
に関して研究を始めていたが、海外の留壁に田

上 馨したため・輔したものであるo たゞ焼き入れ
(

’ ’
二義

し・時効すると甚しく硬度が高ぐな丸ヂェラ雪
ルミシなどの見てないことも知っていた。. しか
し聴力割れの現象を認めたので、この系簿の合
金には・このままでは余り費用化の期待を持つ. :
ていなかったo
創・Mg Z 。2 準2 元系朕態閏と、この合金の時

効に伴÷硬度襲化に闘す雪幣はこ西原清擬氏
? 名によって蛮表した。
●いきまで新しい鍛山際関山技術者或は抱質聾

者によって霞見きれないで、. 寧ろ木樵とか挨焼
きのやうな人々によって偶然に蛮見されること
が多かつむ同様醸永氏が軽合金を深く研究こ
●していた人であったなら、‥との鉄隆のある材料
′を、かやうに宣償する・ことを躊躇されたのでは’●r
なかったがo 云はば素人であったから. 大樹こ
●饗表が出来たのであったと言へよう。
. しかし西原氏の霞表があったため、同氏の特’
許の申請に劃して特許局の審査官は公知のもの:
としだ。その結果、同氏の特許請求の成分を襲
更せられたやうに記憶している。  .

大童懐されたトム合金の蛙質
昭和1 3 年公告された同氏の特許の明細書を読

んで見ると、夷のやうな成分の合金が特許とな
っている。.

マグネシウム“’ ` 2 - 5 劣
亜 鉛 6 - 1 4 移

転 ・

ので- 0 . 1 8 劣

珪 ・ 案 0 . 1 5 - 1 . 0 劣

アルミニウム 裳 分
ま. たマンガンを1 劣以下含んでも墓麦へない

としているo
その詳細の説明のうちに、マンガン0 . 8 劣を

加へた例が示されてある。鋳造材として熟慶理
すると抗張力5 2 k g / m皿以上、伸2 0 %のものが
得られるとしてある。恐らく金型鋳造材の試片
であったと想像される。
特に珪素が銭よりも多く含むことが必要であ

るやうになっているo
いささかこの合金のことを壁術的な面から批

. 1 ) 水曜合議8  ( 昭利0 年) 8 8 1 .  ・ 合) . 水曜合憲5  ( 昭和4 年)  7 8 3 ・ 3 ) 特許第」2 8 3 3 0 韓
●

′

(  3  )  ’



陀して見た立言日本電工のアルミニウムは珪
…が銭よりも多く含まれて. いることは、原器の
掬係であった。この地金を刺、て造るとすると
勢ひ、かやうな合金の成分となるのであって、
l ÷

がマグネシウムと化合して堕2 S i を造る
から、その時効怪を助けて上紀合金の機械性質
増すやうになる、と考へられているやうであ
るがぅ質講は輿へられていないで、. また同様の
持許には珪素が多いと抗張力の高い例を示して
るが、・鋳造材での抗張力の比較崎困難で∴ど
にでもなる。恐らく珪素を1 %さ入れたら、
玩張力は可なり低下. したものと息はれるe この
華はその後、加工材で華讃されている○
墓註・た銭の微量が結晶を徴が. くすをために必要
野手として上るご鍼示斯軽合金の耐蝕性を
轟くして魔力割れの原因をなす尊には全く解れ
ない0 . 要する牢珪素と銭の比など全ぐ意味の
いものであって、寧ろ、いづれも少いことが
まれる。特許をとる篤の手段としか考へられ
いものと云へやう〇 ・: 霊.  ・言 ・・・・・

航空機のやうなところに、、願力割れの危険が
ある材料を使用することは禁物であって、この●
合金がトム合金として可なりのセン七一㌢ヨ. ン○

○ヽ

したこと. は、嘗時の新聞がこれを優へて
るo 猫逸などにもこの報が億へられて、トム
ト金といふ名辞は文献にも見るどごろである。

∴ モリブデンを入れた軽合金
同じくマグネシウム2 - 5 劣、亜鉛6 二1 4 努、

壷0 . O l - 0 . 5 劣、珪素0 . 1 5 十・0 努、一マンガン
伽- 1 . 0 %、アルミニウム残分が主体となつ子
達れにモリブデンを3 劣まで入れた合金或は銅
彊- 2 . 5 %とニッケル0 . 1 - 1 . 5 劣、リシウム0 ・3 -

工%を加へた合金の特許が、それぞれ出願され
てヽ〇

年幣e
← モ‾リブデンを加へても、加へただけの効果が

ないo 銅はとにかくとしてニッケル、リシウム
を添加して、どれだけの効能があるかも充分検
討されないで、特許を申請されたものではなか
つたか、研究はそう街宣に出来るものでない。
何れにしても充分な基礎に立って霞表された

’ものでないために、この合金は費用化されない
・で滞った。研究が不充分であうた。経て新しく
稜見されたことば、立派をものでも、費用化さ
れるまで育成するには、 ・相皆の検討が必要であ
って、殊にトム合金のや. うに始めから鉄隆の明

“’かなものは、その鰊隋諦服して牢めて役に立
つ・ものであることが忘れられていたo 近代的な
霞明は・矢損料鄭勺な基礎があって・始めて千
葉化が確立する。 ’ ・・ ・∴ _  .

. . トム合金、E S Dを生む ∴. .
● やはり・素人であった。ヒントをつかみなが
: ら: ‾之を延ばすべき手段が捧じられなかった。
或はよ●い協力者がなかっためか、惜しいことで
あった。営時の金属材料研究所に指導者が得. ら
れなかったのか、しかし、これがためにやがて
E S Dの出来る聾を暗い†こと息ふと、その功績は
. あった。圏. S . D . はトム合金が護表されたため出
奔毒とも云へるのである。

′

宣1 ) 特許第」2 8 8 工8 韓。 2 ) ・●縞輯看護: モリブデンをカ叶→た合金は特殊藷合全課式合茄が創立営時、
看板にして物にならなかった合金と記憶する●○特殊蜜合金と云ふ名種も、是から生じたのであるo 美唄
( 昭希= 2 - 3 年頃) 同社は本荘も工場も大垣におっだが、支配人の瞑谷と云ふ人が私←條) の慶へ来て、モ

∴. リブテンを入れた軽合金は物にならないが、. 普通のアルミ板を大阪の器物工場に賓りたいから・紹介し
てくれと頼まれたことがある。英後、親善になって古河電工の姦術的諸藩を受け・積善工場を新設して
相営なヂュラ) ↓ミソ工場となった∩
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薬事. 誉_ 今の特. 誓言㍉∴∴’、三㌢ウ三、 。晋驚∴. :
特許のことに解れたから、合金の特許に閲し.  ・ ・ タングステン・ ∴ 0 . 」- 5 クb

ノ

私見を述べて置きか。 ∴∴∴・∴一・三十∵∴べりす示’‾∴ ,  0 ・0 0 5 - l ・5 % ・- ∴言
特許公報を見る・と、土ぐも・これだけ新しく霞

争輝早が畢李も葛のと感心する。衆力、ら爽
酵許が醇表される。- 特許といぶものを知らぬ
鱒・、‥, それが皆立派な或明の寧ろに考へ、特許

整磐保護したおのやうな錯覚を起すかも・
れない㍉しかし賛際に貰施されている特許の
瞳は極めて少年。今迄軽合金更を語るに特許の

き風されている合金のみを主として記述して
琵ゐ喜滝壷ふ三註∴二言二塁率

総ての特許を新しい霞兄として仮借を認
; るこ請出苑ないからであっ和賀に無理な

あるから、. 特許でのみ仮借判断は出来な

には新しい護兄として立派な傾値のある
めがある・、 ●三方には墳告のための、・特許もあ
友の特許による製品が必ずしも造られてい

豊

/ アルミニウム こ、 鬱 部・ 」、・・" - ‾

●のかをものが加工材として、陸軍大臣の名を
以て申請されているp
この合金は成分から明かなやうにヒドセナリ

∴子方ムと穂“した耐蝕軽合金に、 ㌻上りウやとタン
∴- ケズテンを加へたぎの尋ある。- 機械怪質の比較

: ●●空き誓笠・三㌦.  : 詰. 宣言‡
二三・‾’一子・’ ∴言言 籍 ∴1  “表. 〆∴∴’ ・ . .  、,

/ 加工率, 乃 本 合・金 ●I ヒドロすり. サム
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∴. 坑張力畦/ 血合:
_ ニ′ ヽ.

_ 、_ 伸
●

% ′

3
-
 
-
」

5

0
ノ

妙
.
9
・
 
4

. _ 負3 ‥4 6

∴ 1 2 ∴∴∴6

四
園
田

. 十・. べ子

ゝし合祀ではこれだけ特許を持ってい
とが宣億になる。ご ∴ ●十

た他か- らそれに闊した特許がとられると社
衣出来な〔なるかも’しれない。飴蜂に立た
い“か狂喜の邪魔をきれや亭めに特許がと・られ
あるo ときには何か仕事をしたといふ讃藤に
扇ゝく特許を申請したやうなものホぁる。特
にもさまざま二のものがあって、時には糖種に
ら感じるo
トム合金の特許を調べた序に昭和十年頃に出
になった特許を二、三捻ってみる。

; “ヒドロナリウム系の類似特許
●

三通耐蝕性高カアルミニウム合金として
し∴マンガン 0 . l 一・ 2 . 0 %
竃

リキムと、タングステンが含まれるため
当こ、 ‾4 6 0 」“4 8 0 咋, で加熱しても表面の酸化が少’
∴く、黒饗するごとがなく、・また海水にはと予ロ. ∴
チリウ千より著しく耐蝕畦であると、腐蝕減量・∴

亨で比較を示してある。・その蟄値を見士も超耐蝕・ - ∴-
ノ●惟・といふ程耐蝕性のもので勘、o 賛際に賃験し’● ●
・ないから、’この明細書の文句のみで批判するニ ー

とは或は誤る恐れもあると恩ふが二第1 表の示
す数値がどれだけの試験の平均値かといぶこと
が問題である。撲域性質は板のやうなものでも
板の軽蔑の方向で実る値が示される。線で金属"
材料は工業生産に人づて始めて信頼し得る平均
の数値が得られるので、責駿室での値は必ずレ
も平均値でない。腐蝕試験などは賢に信頼陸の
乏しいものであるe

’薪雷同羅特許の矛盾
仮に二万の最高値をとり、他は最低値と比較
したら、. この程慶の蓋は必ずある筈である。べ
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が蕎謀議誓書輩葦へゝ‾ま

▲圭。これは・∴∴: -  ・一・●● “で三業

享等享子∵誌霊% ∴嚢∴・ニクロム -
・ ∴0 . 0 5 - 0 . 5 9 b ・ -

ね。この示された数値では問題にならぬ。I これ
資験した人なら直に指摘するであらう。. タン
えテン、モリブデンを加へると㍉ふ特許は∴
れまでにもあづたら’●テルミ・二ゥムと化合物を

経ろて田海体をなさぬものであるから、. 大型の

詣叢業箋・諾器霊驚
かである〇・土中ナリブや系合金の耐蝕唾は
グ寧シクをガマ大きい役目. をしている; 他の元

の効果は詰りと考へるべき

÷寺請薬缶_ 二二∴予示カム・一言言霊ブ0  ’. 二二七
るだけ単純なも舞望ましい∴といぶ織。合金である。これは義這詰薫

ヂモラルミ・シのマンガンをクロムで置さかえ幸二諒

宝器薫蒸嘉謙
\ .

●一子 へ→ ● ●- - ◆ イ●- ●●つ
)

・効すると、: 抗隈力嘩鴇佃五㌔岬2 4 %になる÷喜
」といふ’極めて優秀な性質を有することタが示さ・薫
・一れてい’る。これも工業生壁になってかゝる強力・三㌔
∴なる材質のものが得られるか疑問でめって」マ∴三
シガンをクロムに置き加えて、かゝる効果があ “

老少畳入れでもそ
‾↓

- ●
t . ヽ

b る〇 ㌦. 尋. : ●

曇玉葉材料は出恭るだけ単純なものが豊を早、
壷や串ナ卑ウあ系統の合金ならば、マン

●ヽ

訪酵詰‾露撞三関なさゐ含まれている●、. - ●

ヽ 一ヽ ●-

誌壷壷? 節季畔や華中亀づらに高
重な金馬を入れるのタは工業的な立場か孝は無用一 _ . 」 ‾三二 _ 一二二.  、弓○○.  _ . . 臆 . ふ′- . . ぺ "
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〇二

や、ぐ考へると、この特許も特許のための特許
i 云へる言特に注意しなければならないことは

. . .  ? _

醗講義三業罷業器
毒なこともある。’軽合金のやうに外見から雷別が
困難なるものを取扱ふと壬、・合金屑の始末が簡
豊でないといふことは、工業的に困る問題であ
を。との掛でも単純な成分ゐものを選ばねはな
・らない。十二号i ∴∴二 言∴

熱. 何か海外で新しい合金の稜表があると、それ
至言

轟
膏
や
唱
帝
音

を多少成分を嬰へて特許から掌れやうとする○
合金の特許のやうなものは、毒にも薬にもなら
ぬ成分を償却こ加へても饗更が可能なものであ
るo ヒドロナリウムb 耐蝕性の原因はマグネシ
ウムにあるから、それに微量の他元素を加へモ ー

も大きい改善とならぬ。類似の特許が多く生れ
て、使用されないで終るのもこんな理由からで

特殊の用途でない限り、, 一般の金属材料は始
めて蛮見されたものが大体はよいものであり、
それがよく役にも立つ。ある新しい合金が護表

るか・特許のため数値で最高の’ものであっ車の
’でないかo また銅が高くマグネシウムも・多い方㌻
● 、ら、加工の困難が壊想されるこ、

銅の最低値を4 %とし卒のは・多分4 劣以下
∴ではクロムを加へたものが既に霞表されていた
‾癖でないか、或は4 努以下は強力陸に乏しいか
らであらうと考へる。 . 意、

いづれにしそもクロムの- 部を錫或はマンガ
ンで置きかへ、 ] . 5 %以下ならよいと附記され●

・ている。 2 4 S の冠ヂュテルミシで充分羞麦へな
いもので、その銅を高くすれば抗張ガも高くな
らう。特にクロムを加へたためでない。マンガ
ンなりクロムが必要だといふ理由はない完結局
一般化されなかったことは、特にその必要がな
かったのである。 ●

しかし特許といふものは必ずしも賓屈される
中二決まっていない。多少でも新しいことは先手.
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三重野、幸平霊や謳空車ぜ琴である が、米国ではC・重刑が現在行われて辛.
二・とを知った。∴享宣享∵言- ∴- ・よお庖融韓でアルミニウム老生壷するこ・と∴
薫蒸五品詰り金厨ア卑こ∴三’言に雪空∴∴・∴∴∴∴∴二三,

る物質を、二言二. 圭の熔融竃暦に用いる酸化アルミニウム即ち プ・●

: . ごとを知った。
㌦ここな●.  -

∴ ∴・● ・一二 一 .  ・ - .
」・・亨●・暮・

譲藷等撃霊薫薬草箪∴∴京車サイトの醜とその卑葦・ . I 二
・

龍三冬車止め熟議ゐ連環のあヽ●

却u 丘完、七㍍うたこ‾去れば硫酸アルミェウ云●と
●′ r ● ● ●〆 -

● ‾音
音′ ●●●

I ・ . ○○ : ●●

● ヽ・
ヽ

/ ● ∴

∴・・寵にはアルミニウムの余慶は未だ不明であった

醗

が、その酸化物が知られていたのである。
’1 8 0 8 年になって英国のデビイ( 薗.  D a 岬) は
ナノベナの還元を種々・と試みた。同氏は完全に
アルミニウム金鴇を分離したのではなかつ車が
同氏は華中こして求める金属を得たとし、それ
を蝕u 皿i u 皿と名付けた。しかしその後、 A l u
一壷n a から生れたのであるから言葉が悪いと批
・判を受けた。それでA l u 壷n i 皿mを用いること
●にした。これがアルミニウムという金塵が名前

聖霊詩誌毒し毒善這主会議蒜・二二
{ ∴÷

. , . ・-
’

・ 、 . . - 、、. ‾ J

二諾器票誓葦言霊霊雲∴
. てから、醇泰原料を園内靂鏡石に依るか、南洋
; のボーキサイ小二顕るかは大きな問題であっ
∴た。前者に塾しては軽々め方法が考案され、芦

●

・た議論の韻を蒔いた。海外に於てもアルミ≒ク、 ・
ムの工業生章が始まって以来、アルミナ製造に
各種の方法が試みられたが、結局は、ポーキサ.
- ィトからバイヤー’( B a y e r ) 法で造ることが経
済的であり、問題がないので、現在ではこれが
- 殻化している。
またボーキサイトは南脚こ萱するが、それを

寧一塊方に霞見したのはベルチエー( B e r t h i e r ) .
であったo 工S 2 1 年のことである。
嘗時はまだアルミニウムの金属が還元し得な
かった時代であった。しかしアルミナを造るこ
とは研究せられていたものに邁いないo これが
アルミニウムをナトリウムで還元され・アルミ
ナの回収の研究にも拍車を加えたものと考えら
れる。尤も最初からバイヤー法が行われたもの
でなく、ボーキサイトからナんミナ壱躾邁する
・にはドピイル・ペェシネ法と云われでV了るもの
が苑づフランスのサランドルで行あれた。

喜書芸票嵩慧認諾謀薫られる理詰霊芋であるoi  o ‾↑-

ヽ
i
′

9
一
′



●- ●● ● ● ●

・ ●て・_

∴: 士雪空雪害空事∴‡ヽ .

↓

芋雪等欝響襲撃
丁、サン・ふ莞享を煮詰註議蒜ヽ .

↓

ヴェラー註‾も嵩, よこお. ゐ壷をおり∴ったのであろう。こ研削こ同氏の翠と毒‾も: 竃
ヽ_ ・ ●_ .

」 - 一. ‾. ●- - 一.

グエラ二とともにアル・ミニサムの鏑をナトリ二子蒜号憲詰寄等字讃ラムで還元した最初の大玉ぁるが、高氏の方法、.一・了 ・‾’・-  ・ - ●●・ ・- 、 -  、
〃 ふ、▼ ●● 」、ヽ ● _ - 臆〃重_ ▼. 、〃● ● _ 一

. . でア五言ニウヰカサランド豆特a l 玉造) に於∴寸かし、・ボーキサイトを原料としそ手中ミニ
ける工場で生靂された。 { 掌をはあ工勃・ラムを生産する以上、べイヤー法に’よることは一.  、 ・_ _ 宣) 一重_ _ 細,  - し _ _ , _ _ _ _ _ . - _ 一 -

それでトビイノ∴ペキンネ法. . 定石となっている。ボーキサイトからアルミ. ナ、薫室†所有主であった。

と等業塁詰三宅÷字義器霊器霊諾議書‾. ● . - 二 ・

トメラ二の鰯嘩輩医卒その方法は雪・: . 詫言詩宗三塁蒜蒜蒜曇器量. . :
_ ● ● ● ●

:  ∫ 1 ’:  ・ .

」- キサイトの親、ま= 手七島酸萱薬喜貸∩ら∠土を記章・甫・_ へ _  .  _ . .

こ ● 「二〇 一 か ’ [ ’ ’

二 ・位で日月ゝノルミ・ニワム株司曾肝か’先でプこの方法. . . ず

嘉憲等薄雲豊富守申し洋二十一∴● 、 ・薫
水で塵理す華ナノべ・シ酸官選の楢液嫡ら∴誓三聖書雪の寧誓言ミナ請書
‥㌃毒読読㌫講読蒸篭蒜二・軍法セナると、、乾式準の隼表は示二ル法であろ、嘉
・毛細譲酸最澄轟永酸イ訪ミ享言霊等驚桑炭窯誓霊誓毒i 一●- ■●

●」【_ ヽ甘心:  t _ ●〇〇 〇↑ ( ○○-  、○○ ヽ. 書 ●○○ l 一、 ●. し 臆

窯詩誌窪等輩宣誓〇一・ ℃- _

」. _  、一 ● 二‾、

募幸三十二三ル∴・′主シャ同士の名を聾げで・つ、 } _ _ _ _ ) 」「〇 ∫_  . .

るか. ドビ, 真言ェマ寧姦藻は明らかに
’つ- } -

ノ ー
● ●

てゐ干草` ●華字書享十一
・・- ÷バイヤ二法の聾的領値 ∴二三

・●○○

- ・ ・・‥・章享子. ・ ・ 、 . ・ ;  ’

郊生れ嘉のがバイヤー法であった。バイ. } ●.

雪-  ( C 笥. 叫e r ) の名牢撃ア. ヤミニウム塞
轟を撃ぶものに親しいものである。●ァノ牛ナを.  ・ . - ●「 ′∴●I ・ ヽ- ●

ボーキサイトか・ら造るのは、バイヤー法という
ここ●のか常識となっている。 ・- . ∴÷. さ _

このバイキー法は1 8 8 了年に猫選で特許を得で
. いるもので、上記の, ドビイル・・’ペェシネ法が茨●
酸ガスを利用してこア少ミン酸曹達おらアル. ミ
ナを沈澱せしめていた代理こ、水酸化アルミニ
ウムを用いることにしたものであった。方法と
して特に劃期的というほどのものでもない。
・ 1 8 8 了年は丁度アルミニウ屯の熔融電解が成功
した翌年であるから、それと闊達してアルミナ
・の製造が考えられたものであろう。しかしべイ
ヤーという人のことは、以上のこと. 以外に遺憾
ながら嘗時の文献が少く、殆ど何等知ることが
出恭ないo ∴∴ ∴ 十∴∴、

金麿アルミニウムの工業生登の基礎をなした
ものと異外宮時に於ても方法として特に新し

; . ノ
ー、 ′∴こ∴∴㌔・一 ・ ′ ・

誓詳詣嵩誌
上クスを加へこ銭膚と共に電気炉で熔融還元宣誓

●● ●

る。要するにフキロ・・シリコンを製造する韓で
堕、関澤がア子レミナであることが普通ゐフテロ∴三
・シーリコシの製造と実る轟である。この解離し二二二
・だアルミ・ナを流出口で塵搾客気か蒸気を吹さつ子
げで膣の親族とする、とおを硫醗液で廃車. 二
・・して不純物を除去して用い. る。 ・一‥ .  ∴;

白濁アルミと濁藍の体験 ∴千二三

・ ・この方法に類似●した方法が我が国でも行われ二
だ。宮山に造られた日●満アルミ・ヱウム工場では
北麦の馨土貴君、ギリシャ靂ボーキサイトを慶
理するに鈴木庸生、田中弘、両氏の方法を採周
・した。これは熔融アルミ●ナ車の銭の除去に盤案・
で慶理し、藍化繊として韓霞せしめるものであ.
った。粉砕の必要上毅の混入は避けられなかつ
’たo 蟹素慶聾は轟々の困難を伴うたのみでなく
完全に織の除去が出衆なかった。熔融アルミナ
を約6 0 0 0 C の水蒸気で慶茎すると容易に粉末と・
なったから、漸爽その方法に韓換した。しかし
バイヤー法るァルミナと異り\ 熔融電解に使用 -

するとき困難があった。

言)  P e v i h e  p 6 i c h i n e y . . 享) ’血5 .  5 2 頂
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紫慧語誓寵著書嵩嵩誓悪霊葦・ .
. エ

ー ・ ゝ子 ′
・ I

‾ - ‾‾、●’“、“∴○○‾ - ‾
‾′●’: ‾こ = 調う畏Vノ・- 」剰ロ∴二

謹謀議窯整京悪霊琵繋講読警護龍阜
めため経費が南信かかつて工場経営に苦しんで●∴位のものから出護するのが、賢明な叉確賓な方∴ニ
荒島’義士頁岩を原料としてアルミニウ辛をエ 翠である。ところが翳土貴君からのアルミニウ・・-  ・

● ■ ヽ

: →’-  ’

薬的に生重し牢? は満細こ於ける潮煙金属製一ム製錬は、始ぬら工場単位までに一足飛びに∴霊園 ′

聾拭合祀と日満アルミごゥムゐ爾土場で埠: 子宮だ。享子∴ ∴二二二二薫三富
o ‾執れも海胆二例のない額由り亭準によって・’∵一多くの解決すべき問題を琵しなが古、調査ゐ誓・ l 二・ゝ∴∴∴∴_

を轡華甲で牢干草●し少し華始環算竺二子不充分なものを・その・まま工業に移した。宰ね薫
き楽壇歩二軍・幸一言㌻÷雅まで知て経読露誌請単三〇十_ . .  ヽ_ 他山書. ⊥_ 額人工. 二. ∴∴; :  : 日本電工、虚妄アんミの如きば早くボ_ ギザ王国壷アルミ各種製法の記録を適せ主“や

籠護憲詰詫言譜嘉・
ヽ ←●● ●

まう京大粛棲め土嚢賢験は不輔呂であっ毒薬

? 中二轄向したから、‾. その命脈を保ち得たので
あった。が、あの. 息うな時局でない限り: 「めの:

三重垂蓮華を始める穿き、無銭砲なことは- ∴膝、我が国のアルミ主管ム製錬堅衰曇

裟藷謀藷だ謀議窯書誌蒜蓋藷器楽譜雪●
●

●
●

叢を車外壷鱗雲がある詣洋からボ∴∴くあるまい〇㌧∴∴ ∵主十・・十十、、
・ 、. ・ \ . . ・- ミ

宅●シ∴∴∴∴∴

・ ’大きい犠軽電っ毒義の跡を語録とし壷
豊欝詩誌器雲窯業高三拒絶来。ためぼ要なことである。再び

"
′

● ●
’

ヽ

幸吉滴洲が我が国の勢力下に書かれ五・ナ, 六・・同じ失敗を繰り返すことのないようにしたい。
却冶有肇の高い馨土貴君が豊富埴醸されて まだ営時の密議者の多く牲健在であろう、誰か

きおるを●’手単眼にも同様馨土貴君の資源が憲ま その経験談を書いて欲しいものである。とにか
れているも●これの利用は是非とき考えねはなら・ ・ぐ我が国のアルミニウム工業の歴史はす軽合金
ないものであったここの観離からは、資源とし・ 、史にも闊達した一挿話として轟るであろう○

I ▼

: 享∴ シ∴言∴来園の生産力常識モ軍需ア. ル\ ミ●∴● 金∴∴∴‾
詰. 予・∴予言∵/ ’、口蓋“∴’ノエ圧ル帽埋」子平’子一二一●・・仁二 二二・
㌔- 当エゴノ‖ミスト錨・工0 ・2 8 ) 昨年度米園は第1 ・4し -

筆耕の国民生産額ぐ年率に換算して) が2 , 6 0 0 億
阜} 崎や第聖年期午年8 4 0 億ドルに増加し、

: ÷工業生産指数はl 月の士8 3 から4 冒1 9 0 、了月1 9 6 、
羊頑2 1 5 と後学期になってから躍進したが、本
年の園民生董額は裕にも0 0 0 億台ドルに上るで
- ぁろう。しかし、すでに餓鋼、アルミ、電力等
_ の基礎部門では既存設備のフル動員が行われて
∴しかも供給力は不足を痛感されているほど禄か
: ●、ら. 能力の増加のみでなく、消費の制限は韻行

されねばならないo
ここに軍擬物資の埼董にも拘らず、民諾給費

の制限をよぎなくされる一例として、テルミエ
●サムの需給計轟を示してみよう。
二・∴’’ 《. アルミニウム露患許諾( 億薗喪)

●● ‾ ◆ ●" ●●●" ●

手工業害
毒∴了●●・.  - ト.

“ト’・・七 一

ー
‥
㌻
:

生 窒 軍籍用 民需用
1 4 ∴〇・2 ・  ’′. .  1 2
・I 6 二7 ÷6 可 ⊥0

.  5 空車 2 0 1 0 1 0
.

昨年の軍需は朝鮮事饗前には五千七百常ボン“ド
と推定されていたが、善愛後激増して二億ポン
ドとなった。本年には六億、楽年は十億ポンド
へと飛躍的に揖大する。そこで民需は昨年秋か
ら3 5 %の削減を命令されている。春をらく民籍
の削減は今後もつと憲詞に善しすすめられるも
のとおもわれるo
こうして民需再の供給はおさえられるのに民

間の騰貴力はふえる一方なのだから、すでに今
まででさえ不足していた物資はますます欠乏し
てゆく、そこで、ヤミ取引を抑えるにはどうし
ても蟻買力そのものを抑える外はない。この雑
ではすでに猶費着信日の制限が行われているし
五〇歳ドルの薗税も行われだが、今度はさらに
数十鰭ドルの超過利得税が法人所得税等を申心
して、強制的吸い上げが呑こなあれる潅ろチo

し定子

“
●
-
‥
∴
∴

尋計諒・言語予言∴言.  ・・ -  ‥ ・・上・. - 言士: 十二・



喜一葦薫三薄幸誓言宣言-
よや’へ’つ二∴・. . 霊素手; 云享言: ∴÷・言・ 3 ・王手唾. 十

薗∴」 ∴言霊二・春菊臨㌣言晒・ : 西

詰去年のことであるが、. 我が園は夏から歌曲
●

●

∴めて台風の被害を受少ないことはない。日本と
; 予ふ園はアジヤ大陸の東側に位し、南から北に
‡哀生延びている加減で、どこ油滴方から生れ
‡窪云毒這勝二嘉。掌る料三壷志木主義屋
シ禽・ 」 ● - .

享は倒れ、事は高潮の浸水で損害を受けるら田軸
窪あ被害も多上米の牧饗がその慶に減じる。し

一.
●

かし現代ゐ科聾では、当方ぎゃうもなく、蓮を天
だまかせている有様なのはなさけない;  ●∴・ ・

_ - _ 」● , ′

護憲葉言葉. 享聖書で∴∴

史守( 嘉2 8 国子金●
′●

◆ ・ \ ∵. ・. 手工∵
◆ 章 一′.  ;

村・二㌧秀∴聾●’
. ‥ ● ・i ’ 〇 ・ r 、弓. ・主∴∴.

通のやう・に攻から亥へと新しい研究が霞表され- ′
た〇・それがまた費用されて泰だ。我が国の防災
のやうに、思い出したやうに、又何年隔きかにヾ:
研究するやうなことでは、かかる急遽な護憲は’
望まれなか三牢でそやおこれは軽金属に闘す
・る聾綱勺な畿表からも、また特許の教からも恵’
供される。 . ・ 、.  . .

_  “アーチャーとケムブの特許
轟葦提言七’∴_ 三 ㌦言霊率. 三二‾∴二・∴ 高言∴. ’●

日本人が合へは互に発つ天候の挨拶をする習

三 そのため先にテルミニサム合金に闊する特許へ●
ヽ ’

子ら・について多少書いためである。 ・そのため特許を

務護憲蒜器霊蒜三・
紫誓書雪空芋誓言で?  I

′ - ヽ

誌手だ被害を受けた首座は防災が問題にされ
誇。’その韻策が論じられるが・喉もと過ぐれは

寵詣言霊詣諾護憲
葦、生じる諸果となるo 災害には不断や研究と箋策
をこ. 寺轟じな卵1 ばならないが・貧乏な園民は懸念
「荒で安心して暮すこ・とになる。防災のやうなも
: おは十時の駐恵庭睦でなぐ匡久の討究が必要だ
圭が、資金があれば大罷出衆得るものであらう。
・霊飛行駿の如きも初期は墜落するものと思う・て
二年た。孝も三園でも犠牲者を多く出しだが、羅え
ざる研究かつひに安全なる飛行横を造り出し

・た。現在では飛行機が事故の最’も少い乗物とな
・. つ“でいる〇 ・

● ここに至るまでには基礎的な研究が如何に盛
に行ほれたか、現在の原子力研究と比較しても
決して劣ってはいなかったo 各国とも競って兢
室に関する研究所を造り、全力をそそいでい
たo

軽金属材料に関する研究もそれ三関聯して既

.  ●調べたo そのとき是非とも書いて置きたい苺項
. で未だ埋れて打なかった艶を姿見した。それで
話がもとに戻る精しで鄭幸い㍉∵ ・・・.
‘米国のアーチャー( R .  S . . A r c h e r ) . とグムブ

( 重・ W.  K e mp ) が蜜明着として英国のブル. ミ’ニ
し二・サム、りミチッ亨から昭和4 年我が園に出願さ
・. れ尭アルミエウヰ合金がぁむ珪案7 - 1 5 %、
シテグネシウム0 ・舌- 3 劣\ こツケル0 ・5 - 7 男ら・銅
0 ・3 - 了%を含むもので、膨脹率が低く、硬度も
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